
目 的

実践内容

 

国語科での利用

題材名 「方言と共通語」
（『現代の国語２』

 

三省堂）
目 標

方言と共通語について理解する。
普段使っている言葉を振り返り、言語生活をより豊かにする。

今後の課題

成 果

•国語科以外の教科への活用の拡大。
•ＯＳＳアプリケーションと非OSSアプリケーションのデータ連携を図る。

 

（保存方法の統一など）
•学校現場でＯＳＳ活用を推進するには、システム的な支援と教職員への

 

支援が今後も必要。
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(ＣＦからの起動に変更）
・生徒へのＯＳＳ環境の提供
・多様な情報学習環境の構築
・ＯＳＳと非ＯＳＳ環境の連携

•国語科を中心に授業での活用を行った。
•パソコン教室以外でも調べ学習など
•パソコンの活用が出来る環境が増えた。
•職員のＩＣＴへの関心が高まった。
•ＯＳＰプロジェクトを受けて
ＩＣＴ活用経験の少ない先生の活用が増えた。
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